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06　知っていますか？償却資産は
　　 申告が必要です
08　日田市の財政状況を見る！
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18　まちの話題
22　平成30年　秋の受章者
24　ひた環境ライフ
25　図書館に行こう／心の架け橋
26　12月の元気な日田っ子集まれ！
27　児童館・支援施設12月の主な催し
28　日田市公式ＳＮＳ／市長コラム

　11月9日から11日にかけ
て豆田町周辺、花月川河川敷
で開催された千年あかり。
　日田どんのランタンが弘前
ねぷたと共に祭りを盛り上げ
ました。
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江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　
江
戸
時
代
、
九
州
の
天
領
を
統
括
し

た
「
西
国
筋
郡
代
の
着
任
風
景
」
を
再

現
す
る
総
勢
１
０
０
人
か
ら
な
る
時
代

行
列
。
郡
代
一
行
の
先
頭
を
歩
く
の

は
、
郡
代
と
そ
の
奥
方
に
扮
し
た
羽
野

秀
義
さ
ん
と
靖
恵
さ
ん
ご
夫
妻
。
沿
道

か
ら
の
祝
福
の
拍
手
に
笑
顔
で
応
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
な
ど
が
武

士
や
腰
元
に
扮
し
、
行
列
を
華
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

　
郡
代
行
列
を
一
目
見
よ
う
と
、
大
勢

の
観
客
が
沿
道
に
詰
め
寄
せ
、
写
真
を

撮
る
な
ど
し
て
天
領
ま
つ
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
豆
田
・
丸
山
地
区
で

は
、
グ
ル
メ
屋
台
や
路
上
ス
テ
ー
ジ
な

ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
武
士
や
町
人
等

に
扮
し
て
町
歩
き
を
楽
し
む
人
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

（左）弘前市長から（右）日田市長に
特大の「金魚ねぷた」が贈られた。

（左）羽野靖恵さん（右）羽野秀義さん

ヤ
ー
ヤ

ド
ー
の
掛
け
声
が

今
年
も
豆
田
に
響
く

　
約
３
万
本
の
竹
灯
籠
が
花
月
川
や
豆

田
の
町
並
み
を
照
ら
し
、
訪
れ
た
人
を

温
か
い
灯
り
で
迎
え
ま
し
た
。

　
復
興
元
年
と
な
る
今
年
も
復
興
支
援

の
た
め
に
青
森
県
弘
前
市
か
ら
３
０
０

年
の
伝
統
を
誇
る
「
弘
前
ね
ぷ
た
」
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
鶴
・
夜
明
地
区
の

子
供
た
ち
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
「
笑

顔
の
ラ
ン
タ
ン
」
や
高
校
生
等
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
展
示
し
、
優

し
く
照
ら
す
灯
り
の
作
品
が
、
豆
田
町

に
幻
想
的
な
空
間
を
作
り
出
し
、
訪
れ

た
多
く
の
人
の
心
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。

▲市ホームページ

▲市公式動画
　「HitaTube」

※上記の二次元コ
ードに、この他
の写真を掲載し
ています。是非
ご覧ください。

第
39
回
日
田
天
領
ま
つ
り

　
　
　第
14
回
千
年
あ
か
り
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人の笑顔で
　　　　　　まちが輝く

歴史のまちを
　　　　　　竹灯籠が未来へつなぐ
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事
業
で
使
う
償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋

と
同
様
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
償
却
資
産
の

あ
る
人
は
、
確
定
申
告
と
は
別
に
申
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
土
地
や
家
屋
に
は
登

記
制
度
が
あ
り
、
課
税
対
象
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
償
却
資
産
に
は
登
記
制

度
が
な
い
た
め
、
所
有
者
に
よ
る
毎
年
の
申

告
が
法
律
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
償
却
資
産
と
は
】

　
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
土
地
・
家
屋
以
外
の
資
産
で
す
。
具
体

的
に
は
、
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、

航
空
機
、
車
両
・
運
搬
具
、
工
具
・
器
具
・

備
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
償
却
資
産

の
課
税
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
償
却
資
産
の
例

　
太
陽
光
発
電
、
パ
ソ
コ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
、
看
板
、
自
動
販
売
機
　
等

※

詳
細
は
上
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

償
却
資
産
は
申
告
が
必
要
で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

償
却
資
産
は
申
告
が
必
要
で
す

申
告
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
個
人
・
法
人

に
関
わ
ら
ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
告
期
限
】

　
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

【
申
告
書
類
】　

　
前
年
度
に
申
告
し
た
人
や
新
規
に
事
業
を

開
始
し
た
人
な
ど
に
は
12
月
下
旬
に
申
告
書

類
を
送
付
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
は
、上
記
に
お
問
い
合
わ
せ
、又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

※

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し
な
い
と
き
は
、
罰
則

の
適
用
及
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
注
意
事
項
　

　
税
務
署
へ
行
う
確
定
申
告
は
、
所
得
税
を

計
算
す
る
た
め
の
も
の
で
、
償
却
資
産
の
申

告
は
、
固
定
資
産
税
を
計
算
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
確
定
申
告
と
は
別
に

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　　
平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
課
税
を
行
う
た
め
に
、
必
ず
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
】　

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
、
12
月
31
日
ま
で

に
完
成
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
の
固
定
資
産

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
家
屋
調
査
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
】　

　
12
月
31
日
ま
で
に
建
物
の
一
部
又
は
全
部

を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
の
税
額
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
建
物
（
未
登
記
）
を
譲
渡
し
た
と
き
】　

　
未
登
記
家
屋
を
12
月
31
日
ま
で
に
譲
渡

（
売
買
・
相
続
・
贈
与
な
ど
）
し
た
場
合
は
、

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
前
所
有
者

に
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
は
自
分
に
は
関
係
が
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
今
回
、
償
却
資
産
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
の
中
か
ら
特
に
多
い

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
毎
年
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
？

申
告
に
よ
っ
て
資
産
の
異
動
を
把
握
す

る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
償
却
資

産
に
は
登
記
制
度
が
な
い
た
め
、
法
律

に
よ
っ
て
所
有
者
に
よ
る
毎
年
の
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
は
償
却
資
産
な
の
？

小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
軽
自
動
車
税

の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
償
却
資
産
の

課
税
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
務
署
で
確
定
申
告
を
し
た
か
ら
市
へ

申
告
は
し
な
く
て
よ
い
と
思
っ
た
！

税
目
が
異
な
る
た
め
、
別
の
申
告
が
必

要
で
す
。

自
宅
の
屋
根
の
太
陽
光
発
電
設
備
は
課

税
対
象
な
の
？

個
人
所
有
で
あ
っ
て
も
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
発
電
出
力
が
あ
る
場
合
は
事
業

用
資
産
と
な
り
、
課
税
対
象
で
す
。

※

詳
細
は
税
務
課
資
産
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
、
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

平
成
30
年
中
に
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取

壊
・
譲
渡
し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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■自主財源（市が自主的に収入できる財源）
■依存財源（国や県に頼った財源）

歳入額 406億3,222万6千円
（前年比　+27億5,270万9千円）

歳出額 394億3,052万6千円
（前年比　+27億8,082万4千円）

－ ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた －

■水道事業
予算区分 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

9億2,564万円
7億9,828万2千円
1億2,380万4千円
3億6,538万8千円

日
田
市
の
財
政
状
況

平
成
29
年
度

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
の
ほ
か
、
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
、
ど
れ
く
ら

い
入
り
（
歳
入
）
、
ど
の
よ
う
な
事
業

に
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
た
の
か
（
歳

出
）
な
ど
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
度
決
算
と
平
成
30
年
度

上
半
期
（
４
〜
９
月
）
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
４

０
６
億
３
２
２
２
万
６
千
円
、
歳
出
総
額

３
９
４
億
３
０
５
２
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
の
影
響
に
よ
る
災
害
復
旧
等

に
係
る
事
業
費
が
発
生
し
た
た
め
、
前
年

に
比
べ
約
28
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
基
金
等
の
活
用
に
よ
る
健
全
な
財

政
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　
市
に
入
っ
た
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
入
は
４
０
６
億
３
２
２
２
万
６
千
円

で
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
歳
入
総
額
の

19
・
６
％
を
占
め
、
79
億
８
０
０
３
万
円

と
な
り
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、

１
３
４
億
７
６
４
５
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
歳
出
決
算
を
性
質
別
に
み
る
と
、
高
齢

者
や
児
童
な
ど
に
対
し
て
行
う
様
々
な
支

援
に
要
す
る
扶
助
費
が
81
億
５
９
２
８
万

４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に
要

す
る
経
費
で
あ
る
物
件
費
が
59
億
１
６
８

３
万
１
千
円
、
特
別
職
や
職
員
の
給
与
、

議
員
の
報
酬
な
ど
の
人
件
費
が
56
億
４
１

０
５
万
２
千
円
、
建
設
事
業
を
行
う
と
き

な
ど
に
借
入
し
た
市
債
を
返
済
す
る
た
め

の
公
債
費
が
46
億
６
４
６
１
万
８
千
円
、

公
共
施
設
の
新
・
増
築
な
ど
に
要
す
る
普

通
建
設
事
業
費
が
45
億
３
２
０
７
万
２
千

円
、
個
人
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
交
付

な
ど
の
補
助
費
等
が
29
億
８
１
７
７
万
７

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給水人口：48,980人／配水量：5,266,078㎥
１日最大配水量：16,328㎥
１日平均配水量：14,428㎥
一人１日最大配水量：333ℓ
総有収水量：4,574,185㎥／有収率：86.86％
■下水道事業

予算区分 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

19億6,016万9千円
19億4,712万2千円
7億1,594万7千円
11億4,695万6千円

整備済面積：1,215.2ｈａ
処理区域内人口：45,253人
水洗化人口：41,042人／水洗化率：90.7％

■基金残高

190億9,286万6千円

200億5,373万2千円

206億5,221万2千円

※条例に基づいて設置している基金は、特定の目的のために
活用する貯金です。

※平成29年４月から下水道事業（公営企業）会計となった
ことから、平成29年度と比較するために、平成27・28
年度の基金残高及び地方債残高から下水道事業分を控除
しています。

※人件費や扶助費、公債費など毎年必要となる経費を、市税
や地方交付税を中心とする比較的安定している収入で割っ
た指数が経常収支比率です。この比率が低いほど、道路や
橋、学校などの公共施設の建設事業等に一般財源を充てる
ことができます。
※一般財源とは、歳入のうち市税などのように使途が特定され
ず、どのような経費にも使用することができる資金。

※市民一人当たりの額は、平成30年３月31日現
在の人口66,171人で算出しています。

91.2％

93.2％

■経常収支比率

■地方債残高

449億1,798万7千円

441億1,977万5千円

431億678万1千円

１人当たり
約65万円

日田市の財政状況を見る！

180 190 200 210

H29

H28

H27

■一般会計決算規模の推移

373億
2,882万9千円

388億
1,086万3千円

394億
3,052万6千円

360

380

400

420 歳入
歳出

平成29年度平成28年度平成27年度

378億
7,951万7千円

366億
4,970万2千円

406億
3,222万6千円

■歳出（目的別）

総務費（50億8,923万円）12.9％

民生費（134億9,136万3千円）34.2％

衛生費（30億4,412万4千円）7.7％

商工費（10億1,908万1千円）2.6％
土木費（32億4,516万9千円）8.2％

教育費（40億666万8千円）10.2％

公債費（46億6,461万8千円）11.8％

その他（31億8,117万1千円）8.1％

農林水産業費（16億8,910万2千円）4.3％

※特定の事業を行うために一般会計と区別して設置してい
る特別会計は、全ての会計区分において黒字又は歳入歳
出同額決算となりました。

■特別会計（■は歳入、 は歳出）
会計区分 決算額

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

診療所事業

簡易水道事業

給水施設事業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

情報センター事業

104億446万2千円
100億312万円

8億5,791万1千円
8億5,643万7千円
68億5,628万8千円
68億2,010万4千円

1億6,055万円
1億6,055万円

6億5,898万8千円
6億5,218万円
3,543万9千円
3,297万9千円
3,181万8千円
3,181万7千円

2億6,710万7千円
2億6,701万3千円

263万7千円
263万7千円

6億7,937万2千円
6億7,926万6千円

市税（19.6％）
79億8,003万円人件費（14.3％）

56億4,105万2千円

扶助費（20.7％）
81億5,928万4千円

物件費（15.0％）
59億1,683万1千円

補助費等（7.6％）
29億8,177万7千円

貸付金（2.0％）
7億6,965万1千円

繰出金
（10.3％）
40億
8,336万4千円

その他（2.3％）
9億896万4千円

公債費（11.8％）
46億6,461万8千円

普通建設事業費
（11.5％）
45億
3,207万2千円

災害復旧事業費
（4.5％）
17億7,291万3千円

自主財源
32.7%

依存財源
67.3%

歳入合計
406億
3,222万
6千円

歳出合計
394億
3,052万
6千円

使用料及び手数料
（1.7％）
7億897万6千円

繰入金（4.9％）
19億7,907万円

繰越金（3.0％）
12億2,981万5千円

諸収入（2.1％）
8億6,161万9千円

その他（1.4％）
5億6,292万2千円

地方消費税交付金
（3.0％）
12億3,883万5千円

地方交付税（33.2％）
134億7,645万8千円

国庫支出金
（12.9％）
51億
9,969万1千円

県支出金
（7.2％）
29億2,061万9千円

市債（9.6％）
38億9,803万9千円

その他（1.4％）
5億7,615万2千円
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上半期の財政状況平成30年度

９月末収入済額（収入率）

予算現額

■一般会計　歳入予算の執行状況
■特別会計　歳入・歳出予算の執行状況

■市税の収入状況

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

（平成30年９月30日現在）

※市民１人当たりの額は、平成30年９月30日
現在の人口65,962人で算出しています。

－ ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた －

※（　）内は収入済額に対する市民１人当たりの金額。

※（　）内は収入済額に対する市民１人当たりの金額。

日田市の財政状況を見る！

 

■一般会計　歳出予算の執行状況

※（　）内は支出済額に対する市民１人当たりの金額。

　

■市有財産の状況

山林
その他

12,928,476.44m2

9,270,433.90m2

440,415.41m2

419,220千円
314,026千円

18,211,907千円

建物 
有価証券 
出資金 

基金（積立金）

土地

■地方債の残高

一般会計　354億6,564万5千円

簡易水道事業特別会計
23億1,188万円

農業集落排水事業特別会計
20億1,336万6千円

情報センター事業特別会計
5億6,009万8千円

その他
2億1,356万4千円

９月末支出済額（支出率）

予算現額

■水道事業

予算区分 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

4億1,509万7千円
1億6,715万5千円

553万8千円
1億779万5千円

予算区分 執行額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

5億6,285万6千円
2億4,228万9千円
3億1,275万2千円
3億1,864万9千円

給水人口：48,980人
配水量：2,584,636㎥
1日最大配水量：15,835㎥
1日平均配水量：14,124㎥
一人1日最大配水量：323ℓ
総有収水量：2,301,336㎥
有収率：89.04％

■下水道事業

整備済面積：1,215.2ｈａ
処理区域内人口：45,253人
水洗化人口：41,042人
水洗化率：90.7％

86億1,918万8千円
39億7,473万7千円（46.1％）
38億4,818万3千円（44.6％）

国民健康保険

2億5,446万3千円（28.7％）
1億6,291万円（18.4％）

8億8,680万2千円
後期高齢者医療

71億5,735万4千円
27億9,890万2千円（39.1％）
28億8,023万8千円（40.2％）

介護保険

1億8,626万5千円
2,822万1千円（15.2％）
6,522万9千円（35.0％）

診療所事業

予算現額
９月末収入済額（収入率）
９月末支出済額（支出率）

6,775万6千円（11.2％）
6億662万6千円

1億9,395万円（32.0％）
簡易水道事業

1,866万5千円
156万円（8.4％）
482万円（25.8％）

給水施設事業

550万9千円（12.0％）
4,593万7千円

1,199万6千円（26.1％）
特定環境保全
公共下水道事業

901万2千円（4.1％）
2億1,919万7千円

9,591万6千円（43.8％）
農業集落排水事業

89万8千円（44.1％）
203万8千円

2万9千円（1.4％）
住宅新築資金等

貸付事業

1億797万3千円（16.7％）
6億4,814万円

2億5,032万2千円（38.6％）
情報センター事業

28億8,927万1千円
28億8,316万8千円

13億9,993万7千円（48.6％）
市民税

（2万1,223円）

39億
3,405万6千円

37億1,238万7千円

22億6,628万5千円（61.0％）
固定資産税

（3万4,357円）

2億4,194万3千円
2億3,178万5千円

2億2,496万3千円（97.1％）
軽自動車税
（3,410円）

2億3,435万9千円
4億5,769万6千円

2億3,432万3千円（51.2％）

市たばこ税
（3,552円）

調定額（歳入の内容を調査し、収入すべき金額のこと）
９月末収入済額（予算現額に対する収入率）

予算現額

2,153万6千円
4,688万4千円

1,978万9千円（42.2％）
入湯税

（300円）

4億5,524万1千円
4億2,650万5千円

2億5,913万1千円（60.8％）
都市計画税
（3,928円）

77億5,842万5千円
44億442万9千円（56.8％）

市税
（6万6,772円）

119億8,361万円
82億539万1千円（68.5％）

地方交付税
（12万4,396円）

95億3,965万8千円
18億4,178万2千円（19.3％）

国県支出金
（2万7,922円）

1億4,152万9千円
4,598万7千円（32.5％）

分担金・負担金
（697円）

7億1,401万3千円
2億9,082万2千円（40.7％）

使用料・手数料
（4,409円）

34億3,190万円
（0％）

市債
（0円）

17億9,869万2千円（28.6％）
62億9,203万円その他

（2万7,269円）

21億7,262万9千円（47.0％）
46億2,294万8千円

（3万2,938円）
その他

39億9,484万4千円
1億6,020万3千円（4.0％）（2,429円）

災害復旧費

34億8,337万2千円
14億1,035万1千円（40.5％）（2万1,381円）

教育費

9億1,746万2千円
4億7,913万3千円（52.2％）（7,264円）

消防費

38億5,113万円
11億508万5千円（28.7％）（1万6,753円）

土木費

10億7,302万8千円
5億6,880万7千円（53.0％）（8,623円）

商工費
3億6,215万1千円（20.8％）

17億4,083万6千円
（5,490円）
農林水産業費

9,022万9千円（87.8％）
1億280万6千円

（1,368円）
労働費

8億5,899万1千円（29.7％）
28億9,524万円

（1万3,023円）
衛生費

45億6,803万8千円（37.0％）（6万9,253円）
民生費 123億

3,694万3千円

12億4,967万円（27.2％）
45億8,671万2千円

（1万8,945円）
総務費

1億3,403万4千円（52.4％）
2億5,584万4千円

（2,032円）
議会費
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市政情報ピックアップ

●「心の相談員」の募集　―2019年度問題を抱える子ども等の自立支援事業―

▼募集対象
　原則、認定臨床心理士、教育職員免許法に基づく教員
免許を有する人

※心理士、教員免許を有しない人も受け付けます。

▼募集数　若干名

▼任用期間（前期）
　2019年４月８日㈪（予定）～９月30日㈪
　（任用期間後、更新の手続を行い2019年10月１日㈫
～2020年３月26日㈭が後期任用期間となります）

▼勤務時間
　１日６時間前後
　（ただし、年間1,015時間、週29時間程度で学校の状
況に応じた運用を行うため、勤務形態については派遣
校によって異なります）　

▼賃金
　１時間1,250円
　（通勤手当は日田市の臨時職員及び非常勤嘱託職員の
通勤手当に準じて支給されます）

▼申込方法
　履歴書（写真貼付）及び教員免許の写し（所有する
人）を教育センター（市役所別館１階）に持参

▼申込期限　12月27日㈭
※申込受付後、2019年１～２月に面接を実施し、３月末まで
に結果を連絡します。
※詳細は、下記にお問い合わせください。

　学校へ行きたくても行けない不登校児童生徒を支援するために、校長の指導の下、児童生徒宅を訪問し、児童生徒
や保護者と面談の上、登校支援を行ったり、教室へ入れず別室で学習する児童生徒の支援等を行う「心の相談員」を
募集します。
※現在６人が心の相談員として働いています。

問教育センター☎㉒１０１９（市役所別館１階）

問〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　契約検査室（市役所２階）
　・公共工事等☎㉒８５２０　・物品等☎㉒８６２８

●公共工事等及び物品等の入札参加の受付を開始します
　2019・2020年度の２年間に市が発注する公共工事等及び物品等の入札参加の受付
を開始します。入札に参加を希望する事業者は申請してください。
※入札参加にはそれぞれ下記の資格が必要となります。

【公共工事等】

▼申請資格
・建設コンサルタント業者
　2019・2020年度大分県の入札参加資格登録申請業者
であること
・建設工事業者
　2019年度大分県の入札参加資格登録申請業者であること

▼提出書類・提出方法
　競争入札参加資格審査申請書（様式１、様式２）に必
要事項を記入の上、下記に持参又は郵送

※申請書は市ホームページ又は下記に備え付けています。
※業務実績調書（コンサルタント業者）、工事経歴書又は完成
工事高内訳書（工事業者）、委任状（本社からの委任がある
場合）、市税の滞納のない証明書、営業所一覧表（委任先が
ある場合で大分県への委任先と異なる委任先の場合）を添付
してください。
※建設工事業者で市に2018・2019年度分の申請をしている業
者は、今回申請する必要はありません。

▼受付期間（締切厳守）
・県内建設業者　2019年１月４日㈮～３月15日㈮
・その他の業者　2019年２月１日㈮～３月15日㈮
※いずれも午前９時～午後４時30分（土・日曜日、祝日は除く）。

【物品等】

▼入札参加資格
①営業に関し、法令上資格等を必要とする場合は、それ
らの資格を有する者
②2019年１月１日において継続して１年以上同種の営
業を営んでいる者
③市税並びに消費税及び地方消費税を完納している者
④その他指定する資格要件を満たしている者

▼提出書類・提出方法
　競争入札（見積）参加資格審査申請書一式に必要事項
を記入の上、下記に持参又は郵送

※市税の滞納のない証明書及び消費税等の納税証明書を添付し
てください。
※申請書・申請要領等は市ホームページ、又は下記、各振興局
に備え付けています。

▼受付期間（締切厳守）
　2019年１月４日㈮～２月15日㈮
※土・日曜日、祝日は除く。

●日田市奨学生を募集

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）

【奨学金】（高校等の在学中に貸与する資金）

▼申込資格
　次の①～⑤の要件を全て満たす満24歳以下の人
①2019年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び
専門課程に限る）、短大、大学に進学する人又はこ
れらの学校に在学中の人
②学業その他の優れた資質を有する者と認められる人
③保護者が引き続き２年以上市内に住所を有している人
④保護者が市税を完納している人
⑤経済的理由によって学資の資金調達が困難な人

▼貸与限度額
＜高校＞
　自宅　　月額8,000円
　自宅外　月額１万5,000円
※鉄道又はバスで通学を行う場合は、上記の月額に4,000円
を上限に加算できます。

＜高専＞　月額１万7,000円
＜専修学校・短大・大学＞　月額３万円
※入学準備金は、別途申込みが必要です。
※他の奨学金（日本学生支援機構等）との併給が可能です。

▼返済方法　卒業の日（進学の場合は、進学した学校
を卒業した日）から１年間据え置き、以降15年以内
（連帯保証人が必要）に月賦・半年賦・年賦・一括
のいずれかで返済。また、全部又は一部を繰り上げ
て返済することも可能

▼利息　無利子
※年度中途の申込みは、右記にお問い合わせください。

【入学準備金】
（高校等に入学を予定する者の保護者に貸与する資金）

▼申込資格
　次の①～④の要件を全て満たす満24歳以下の生徒・
学生の保護者
①2019年度に高校、高専、専修学校（高等課程及び専
門課程に限る）、短大、大学に進学する人の保護者
②引き続き２年以上市内に住所を有している人
③市税を完納している人
④経済的理由によって学資の資金調達が困難な人

▼貸与限度額
＜高校・高専＞　10万円以内
＜専修学校・短大・大学＞　20万円以内

▼返済方法　貸与終了後から６か月間据え置き、10万
円以下の場合は20月以内、10万円を超え20万円以
下の場合は40月以内、20万円を超えるときは60月
以内に原則月賦による返済。また、全部又は一部を
繰り上げて返済することも可能

▼利息　無利子

<共通>
※申込要項・用紙は、市役所別館３階教育総務課、各振興
局・振興センター及び市内の各中学校・高校に備え付けて
います。

※貸与を受ける際は、連帯保証人（２人）の選任が必要です。

▼申込期限
　2019年１月31日㈭（平日のみ受付）

▼貸与の決定　書類選考で奨学金又は入学準備金の貸
与者を決定し、３月上旬頃までに申込者本人に通知

皆さんの意見を募集します！－パブリックコメント－

ＪＲ日田駅北口広場基本設計（案）について意見を募集します　　

■閲覧場所　
　市ホームページ、市役所３日以内窓口、都市整備課、各振興局・振興センター、各地区公民館（各振興局・
振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法　
　住所・氏名を記載の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　
　市役所３日以内窓口、都市整備課、各振興局・振興センター
■募集期限　2019年１月４日㈮
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　都市整備課公園緑地係（市役所５階）☎㉒８２１７　　㉒８２４７
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市政情報ピックアップ

●新規定期使用団体の受付開始
2019年度日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）

　2019年度に年間を通してアオーゼを定期的に利用
する新規団体の登録申請を受け付けます。

▼利用できる施設
　音楽室、練習室、会議室１・２・３、
　体験学習室１・２

▼登録の基準
①社会教育法第20条（※１）に該当する活動を目的
とした団体であること
②講師がその団体を主宰する団体は除く
③自主的な教育活動を行い、その学習活動や内容が明
確であること
④日田市在住又は市内在勤者で、おおむね５人以上で
構成される団体であること
⑤原則として新たに参加を希望するものが適宜加わる
ことのできる団体であること
⑥営利を伴うものや政治・宗教活動を目的としない団
体であること

（※１）社会教育法第20条　公民館は、市町村その他一定
区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及
び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の
向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振
興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。
※日田市及び日田市教育委員会が主催事業で利用する場合、
登録の許可にかかわらず、公共的利用を優先し、団体の利
用中止又は利用日程の変更を求めることがあります。

▼提出書類
・登録申請書（様式第１号）
・会員名簿（様式第２号）
・年間活動計画書（様式第３号）
※申請書類は、市ホームページからダウンロードできます。

▼受付期間
　12月10日㈪～25日㈫（締切厳守）
　平日　午前８時30分～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。

▼受付場所
　アオーゼ１階　社会教育課

　申請を受け付けたのち審議を行い、来年１月下旬に
登録の承認有無の通知をします。
　なお、登録が承認されなかった団体は、通常の利用
申請の手続きとなります。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

●県営住宅の入居者を募集

問大分県住宅供給公社日田駐在所
　☎㉓２４８０（日田土木事務所内）

▼入居資格
　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居してい
る人や暴力団員は申込みできません）
①特に住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
②市県民税の滞納がなく、これまでに市・県営住宅の
明渡し請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人

▼申込期間　
　12月３日㈪～７日㈮
　午前９時15分～午後５時

３ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ

一般・高齢者向け
一般

高齢者向け

２
１
１

城内ＭＲ-１
城内ＭＲ-２
友田

地区 住宅名 摘要間取り空家戸数

▼募集する住宅

▼申込方法
　大分県住宅供給公社日田駐在所（日田土木事務所
内）に備付けの申込用紙で申込み

▼公開抽選日・会場
　12月11日㈫　午前11時～
　大分県日田総合庁舎４階　大会議室

桂林

友田

介
護
休
業
制
度
等
を

利
用
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

　　
家
族
の
介
護
が
必
要
な
時
期
に
離
職
せ

ず
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
29
年

１
月
に
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ

れ
、
介
護
休
業
等
を
理
由
と
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
す
る
防
止
措
置
が
事
業
主
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員
が
仕

事
と
介
護
の
両
立
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た

り
、
離
職
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
職
場
環
境
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
就
業
規

則
の
整
備
や
助
成
金
の
利
用
な
ど
詳
し
く

は
、
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
休
業
　
要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族

を
介
護
す
る
た
め
の
休
業
（
通
算
93
日
、

３
回
ま
で
分
割
し
て
取
得
）

■
介
護
休
暇
　
介
護
や
通
院
の
付
添
い
な

ど
を
行
う
た
め
の
休
暇
（
年
に
５
日
ま
で

取
得
）

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提

供
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
12
月
14
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

12
月
は
市
税
等
の

滞
納
整
理
強
化
月
間

　
病
気
、
災
害
、
業
績
不
振
な
ど
の
や
む

を
得
な
い
理
由
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
早
め
の
納
税
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
税
等
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
係
る
図
書
の
縦
覧

　
日
田
都
市
計
画
道
路
（
大
分
県
決
定
10

路
線
・
日
田
市
決
定
15
路
線
）
の
変
更
を

し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
て

い
ま
す
。

■
縦
覧
場
所
　

・
大
分
県
決
定
10
路
線
　
県
庁
新
館
６
階

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
市
役
所
５
階
　
都
市
整
備
課

・
日
田
市
決
定
15
路
線

　
市
役
所
５
階
　
都
市
整
備
課

問
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
４
７

　
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

　
☎
㉒
８
３
２
５
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
取
で
き
ま
す

　■
と
き

　
12
月
13
日
㈭
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
12
月
10
日
㈪
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

水
郷
Ｔ
Ｖ
加
入
者
間

無
料
通
話
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

　
水
郷
Ｔ
Ｖ
に
お
け
る
加
入
者
間
の
無
料

通
話
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
終
了
日

　
12
月
31
日
㈪
　
午
後
５
時

■
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
に
つ
い
て

　
無
料
通
話
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
は
、

「
９
」
を
頭
に
付
け
た
発
着
信
が
で
き

ま
せ
ん
。

※

詳
細
等
は
10
月
12
日
付
で
送
付
し
た
「
水
郷
Ｔ

Ｖ
の
加
入
者
間
に
お
け
る
無
料
通
話
サ
ー
ビ
ス

終
了
の
お
知
ら
せ
」
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

子
供
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

　　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入

学
・
在
学
す
る
子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
子
供
1
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利
　
年
１
・
78
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
38
％
。

　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内
。

※

詳
細
は
左
記
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
、
又
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

来
年
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の

確
定
申
告
利
用
手
続
が
便
利
に

　　
平
成
31
年
１
月
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

手
続
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

■
便
利
に
な
っ
た
点

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
両
方
を
持
っ
て
い
る
人

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
又
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る

だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ

て
い
る
人

　
税
務
署
職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認

を
行
っ
た
後
発
行
さ
れ
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
が

で
き
ま
す
。

※
平
成
30
年
1
月
以
降
に
確
定
申
告
会
場
で

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通

知
」
を
受
け
取
ら
れ
た
人
は
既
に
こ
の
方
法

を
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.e-

　tax.nta.go.jp

）
又
は
日
田
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
総
務
課
☎
㉓
２
１
３
６

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
、

部
分
耐
震
改
修
補
助
の
受
付
終
了

　
平
成
30
年
度
耐
震
診
断
補
助
及
び
耐
震

改
修
補
助
・
部
分
耐
震
改
修
補
助
の
申
込

受
付
が
左
記
の
期
日
で
終
了
し
ま
す
。
住

宅
の
耐
震
化
を
考
え
て
い
る
人
は
、
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求

　
林
業
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
林
業
退

職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
、
若
し

く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人

で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た

り
の
な
い
人
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
林
業

の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
の
加
入
の
有
無

に
つ
い
て
も
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

くらしの情報次回の広報ひた12月15日号は、12月14日㈮に発送します。Information 12.１　

■
申
込
期
限
　
12
月
13
日
㈭

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
14
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

　
健
康
な
食
事
を
学
び
た
い
人
の
た
め
に

料
理
教
室
（
全
２
回
）
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

・
第
１
回
　
お
い
し
く
食
べ
る
減
塩
料
理

　
12
月
15
日
㈯

・
第
２
回
　
作
り
置
き
で
き
る
野
菜
料
理

　
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
各
回
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
12
人
　

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

医
療
関
係
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
は
届
出
を

　■
対
象
者

①
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

※
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
届
出
票
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

※
就
労
し
て
い
な
け
れ
ば
提
出
不
要
で
す
。

■
提
出
期
限
　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
健
康
安
全
企
画
課

総
務
班
☎
㉓
３
１
３
３

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら
日
田
で
新
た

な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
12
月
８
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

②
12
月
15
日
㈯
　
30
代
以
上
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
12
月
の
テ
ー
マ
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
」
で
す
。

■
と
き
　
12
月
15
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

平
成
31
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
午
前
10
時
か
ら
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
は
、
12
月
上

旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
市
外
在
住
で
出
席
を
希
望
す

る
人
、
又
は
成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
の
特

別
な
配
慮
が
必
要
な
人
は
左
記
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

市
民
活
動
団
体
向
け

資
金
調
達
セ
ミ
ナ
ー

　
地
域
課
題
の
解
決
を
行
う
市
民
活
動
団

体
の
運
営
に
か
か
せ
な
い
資
金
調
達
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
12
月
11
日
㈫

　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
市
民
活
動
室
ポ
ポ
ロ

■
講
師
　
（
公
財
）
佐
賀
未
来
創
造
基
金 

　
理
事
長
　
山
田
健
一
郎 

氏

■
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
係
る
説
明
会

■
と
き

　
12
月
13
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
事
業
所
名
、
参
加
者
名
、
連
絡
先
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で

申
込
み

■
申
込
期
限
　
12
月
10
日
㈪

問
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
大
分
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
８
３
６
６

　
　
０
９
７
‐
５
０
４
‐
３
５
８
８

　
　k_oka@

kitakyu-hp.or.jp

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

女
性
の
た
め
の
就
労
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
女
性
が
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
見
つ
け

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
平
成
31
年
１
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
創
作
室

■
講
師
　
マ
マ
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
佐
藤
宝
恵 

氏

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
政
福
祉
班

に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

（
要
予
約
）

※
無
料
託
児
が
有
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
平
成

31
年
１
月
９
日
㈬
ま
で
に
大
分
県
雇
用
労
働

政
策
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
政
福
祉
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
２
６

　
　
０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
５
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
２
月
受
講
生

　
大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
離

職
し
た
人
が
再
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技

能
を
習
得
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　
平
成
31
年
２
月
５
日
㈫
〜
７
月
26
日
㈮

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

■
募
集
コ
ー
ス

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、
溶
接
施
工
技
術

科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

科
、
設
備
技
術
科
　
等

■
募
集
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
訓
練
体
験
、
説
明
会
を
12
月
18
日
㈫
に
行
い

ま
す
。
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）
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介
護
休
業
制
度
等
を

利
用
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

　　
家
族
の
介
護
が
必
要
な
時
期
に
離
職
せ

ず
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
29
年

１
月
に
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ

れ
、
介
護
休
業
等
を
理
由
と
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
す
る
防
止
措
置
が
事
業
主
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員
が
仕

事
と
介
護
の
両
立
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た

り
、
離
職
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
職
場
環
境
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
就
業
規

則
の
整
備
や
助
成
金
の
利
用
な
ど
詳
し
く

は
、
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
休
業
　
要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族

を
介
護
す
る
た
め
の
休
業
（
通
算
93
日
、

３
回
ま
で
分
割
し
て
取
得
）

■
介
護
休
暇
　
介
護
や
通
院
の
付
添
い
な

ど
を
行
う
た
め
の
休
暇
（
年
に
５
日
ま
で

取
得
）

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提

供
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
12
月
14
日
㈮
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

くらしの情報

健
康
・
福
祉

12
月
は
市
税
等
の

滞
納
整
理
強
化
月
間

　
病
気
、
災
害
、
業
績
不
振
な
ど
の
や
む

を
得
な
い
理
由
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
早
め
の
納
税
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
税
等
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
係
る
図
書
の
縦
覧

　
日
田
都
市
計
画
道
路
（
大
分
県
決
定
10

路
線
・
日
田
市
決
定
15
路
線
）
の
変
更
を

し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
て

い
ま
す
。

■
縦
覧
場
所
　

・
大
分
県
決
定
10
路
線
　
県
庁
新
館
６
階

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
、
市
役
所
５
階
　
都
市
整
備
課

・
日
田
市
決
定
15
路
線

　
市
役
所
５
階
　
都
市
整
備
課

問
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
４
７

　
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

　
☎
㉒
８
３
２
５
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
に
受
取
で
き
ま
す

　■
と
き

　
12
月
13
日
㈭
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
12
月
10
日
㈪
　
正
午

※
原
則
予
約
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の

各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

水
郷
Ｔ
Ｖ
加
入
者
間

無
料
通
話
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

　
水
郷
Ｔ
Ｖ
に
お
け
る
加
入
者
間
の
無
料

通
話
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
終
了
日

　
12
月
31
日
㈪
　
午
後
５
時

■
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
に
つ
い
て

　
無
料
通
話
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
は
、

「
９
」
を
頭
に
付
け
た
発
着
信
が
で
き

ま
せ
ん
。

※

詳
細
等
は
10
月
12
日
付
で
送
付
し
た
「
水
郷
Ｔ

Ｖ
の
加
入
者
間
に
お
け
る
無
料
通
話
サ
ー
ビ
ス

終
了
の
お
知
ら
せ
」
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

子
供
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

　　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入

学
・
在
学
す
る
子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
子
供
1
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利
　
年
１
・
78
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
38
％
。

　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内
。

※

詳
細
は
左
記
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
、
又
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

来
年
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の

確
定
申
告
利
用
手
続
が
便
利
に

　　
平
成
31
年
１
月
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

手
続
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

■
便
利
に
な
っ
た
点

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
両
方
を
持
っ
て
い
る
人

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
又
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る

だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ

て
い
る
人

　
税
務
署
職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認

を
行
っ
た
後
発
行
さ
れ
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
が

で
き
ま
す
。

※
平
成
30
年
1
月
以
降
に
確
定
申
告
会
場
で

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通

知
」
を
受
け
取
ら
れ
た
人
は
既
に
こ
の
方
法

を
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.e-

　tax.nta.go.jp

）
又
は
日
田
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
総
務
課
☎
㉓
２
１
３
６

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
、

部
分
耐
震
改
修
補
助
の
受
付
終
了

　
平
成
30
年
度
耐
震
診
断
補
助
及
び
耐
震

改
修
補
助
・
部
分
耐
震
改
修
補
助
の
申
込

受
付
が
左
記
の
期
日
で
終
了
し
ま
す
。
住

宅
の
耐
震
化
を
考
え
て
い
る
人
は
、
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求

　
林
業
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
林
業
退

職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
、
若
し

く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人

で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た

り
の
な
い
人
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
林
業

の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時
の
加
入
の
有
無

に
つ
い
て
も
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

くらしの情報次回の広報ひた12月15日号は、12月14日㈮に発送します。Information 12.１　

イ
ベ
ン
ト

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

“食品ロス”を“支援活動”に

　環境分野で初のノーベル平和賞を受賞したケ
ニア人女性、ワンガリ・マータイさんが2005年
に来日した際、感銘を受けた言葉の一つに
「もったいない」という日本語がありました。
マータイさんはこの言葉こそ「ごみの削減」と
「再利用」、「再資源化」に対する尊敬の念が
込められた言葉であるとの想いから、国連にお
いて「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」を提唱したこと
で、環境を守る活動を意味する世界共通語に
なっています。
　国連によると世界では毎年、食料生産量の３
分の１に当たる13億トンを廃棄している一方
で、９人に１人が飢えに苦しんでいると言われ
ています。
　日本国内においては、食料消費全体の３割に
あたる2842万トンの食料が廃棄され、うち食品
ロス（まだ食べられるのに廃棄されている食べ
物）が、約646万トンもあります。
　そして更に、所得の低い貧困世帯の割合が増
加傾向にあり、６人に１人の割合で貧困世帯の
子供がいるという状況です。
　このような状況もあり、2000年以降日本にお
いても「フードバンク活動」が全国に広まって
います。この活動は、食品ロスのような捨てら
れている食品のうち品質に問題のない食品を国
内の十分な食事をとることのできない貧困世帯
やその子供たちへの支援につなぐことがねらい
です。
　食品ロスの発生源は、家庭から出るものが
44％、残り56％が食品メーカーや小売店から
の期限切れの廃棄食品が主な原因であると考え
られています。
　県内においても、組織や企業が連携し、2016
年「フードバンクおおいた」が設立され、企業
や市民からの寄贈を受け付けるとともに、集め
られた食料は“緊急食料支援”や“子ども食堂など
への支援”、“災害被災者の支援”等に活用されて
います。
　この活動のように、助け合う仕組みづくりを
大切にし、より安心して暮らせる心豊かな街を
目指していきましょう。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

■
申
込
期
限
　
12
月
13
日
㈭

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
12
月
14
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

　
健
康
な
食
事
を
学
び
た
い
人
の
た
め
に

料
理
教
室
（
全
２
回
）
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

・
第
１
回
　
お
い
し
く
食
べ
る
減
塩
料
理

　
12
月
15
日
㈯

・
第
２
回
　
作
り
置
き
で
き
る
野
菜
料
理

　
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
　

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
各
回
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
12
人
　

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

医
療
関
係
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
は
届
出
を

　■
対
象
者

①
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

※
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
届
出
票
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

※
就
労
し
て
い
な
け
れ
ば
提
出
不
要
で
す
。

■
提
出
期
限
　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
健
康
安
全
企
画
課

総
務
班
☎
㉓
３
１
３
３

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
た
こ
や
き
を
作
り
な
が
ら
日
田
で
新
た

な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
12
月
８
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

②
12
月
15
日
㈯
　
30
代
以
上
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
12
月
の
テ
ー
マ
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
」
で
す
。

■
と
き
　
12
月
15
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

平
成
31
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
午
前
10
時
か
ら
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
は
、
12
月
上

旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
市
外
在
住
で
出
席
を
希
望
す

る
人
、
又
は
成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
の
特

別
な
配
慮
が
必
要
な
人
は
左
記
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

市
民
活
動
団
体
向
け

資
金
調
達
セ
ミ
ナ
ー

　
地
域
課
題
の
解
決
を
行
う
市
民
活
動
団

体
の
運
営
に
か
か
せ
な
い
資
金
調
達
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
12
月
11
日
㈫

　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
市
民
活
動
室
ポ
ポ
ロ

■
講
師
　
（
公
財
）
佐
賀
未
来
創
造
基
金 

　
理
事
長
　
山
田
健
一
郎 

氏

■
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
係
る
説
明
会

■
と
き

　
12
月
13
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
事
業
所
名
、
参
加
者
名
、
連
絡
先
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で

申
込
み

■
申
込
期
限
　
12
月
10
日
㈪

問
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
大
分
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
８
３
６
６

　
　
０
９
７
‐
５
０
４
‐
３
５
８
８

　
　k_oka@

kitakyu-hp.or.jp

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

女
性
の
た
め
の
就
労
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
女
性
が
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
見
つ
け

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
平
成
31
年
１
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
創
作
室

■
講
師
　
マ
マ
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
佐
藤
宝
恵 

氏

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
政
福
祉
班

に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

（
要
予
約
）

※
無
料
託
児
が
有
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
平
成

31
年
１
月
９
日
㈬
ま
で
に
大
分
県
雇
用
労
働

政
策
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
政
福
祉
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
２
６

　
　
０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
５
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
２
月
受
講
生

　
大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
離

職
し
た
人
が
再
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技

能
を
習
得
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　
平
成
31
年
２
月
５
日
㈫
〜
７
月
26
日
㈮

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

■
募
集
コ
ー
ス

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、
溶
接
施
工
技
術

科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

科
、
設
備
技
術
科
　
等

■
募
集
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
訓
練
体
験
、
説
明
会
を
12
月
18
日
㈫
に
行
い

ま
す
。
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

募
集

と
み
え
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中津江

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

春の桜を楽しみに
　10月21日、「下筌ダム周辺下草刈交流会」が開
催された。この交流会は春の蜂ノ巣湖桜まつりに続
いて行われるもので、中津江村を水源地の一つとす
る福岡市の住民が地元の人と共に植樹してきた木々
の手入れや下草刈りを行った。作業で汗を流しなが
らも上下流域の住民で会話も弾み、かつての参加者
らが植えた桜の木々の周りを大切に整備した。

秋深まる山々の中で音楽を鑑賞
　10月14日、中津江ホールで「中津江ミュージッ
クフェスティバル“番外編”」が開催された。通常編
は例年と同じく８月に開催したが、今回は国民文化
祭応援事業として開催された。昭和55年に「過疎
の村からのメッセージ」をサブタイトルに村の若者
たちによって始まった手作りの野外音楽祭は、今回
も音楽ファンの熱気でにぎわった。

横綱目指して　発気揚々！残った！
　10月28日、老松神社で「第46回大山町ちびっこ
相撲大会」が開催された。化粧まわしを着けた児童
らが土俵入りを披露。地区対抗や学年別の白熱した
取組に、観客から大きな拍手や声援が送られた。特
別ゲストは地元力士・琴太豪と琴宇留賀。ぶつかり
稽古で子供たちを軽々と持ち上げたり、面白く決ま
り手の実況を加えたりと、更に会場を沸かせた。

ココロオドル芸術の秋
　10月14日、旧鎌手小学校体育館で「おおやま清
流文化まつり」が開催された。参加者は、地元バン
ドの元気な演奏に体を揺らし、プロマジシャン「Ｗ
ＡＺＵＭＡ」の瞬時に変わる華やかな変面やイリュ
ージョンに感嘆し、会場は大歓声に包まれた。次々
と繰り出されるワクワクドキドキの不思議なショー
に、観客は心躍らせ、秋の夜長を楽しんだ。

２年振りの民陶祭
　10月13日・14日の２日間、小鹿田焼の里で「第
55回小鹿田焼民陶祭」が開催された。昨年は九州
北部豪雨災害の影響で中止となったが、窯元の努力
によって２年振りの開催となった。民陶祭開催を待
ちわびた多くの陶芸愛好者が陶器を買い求めに小鹿
田焼の里を訪れ、唐臼の音が響く秋晴れの山里にた
くさんの笑顔があふれていた。

いきいき地域になったばい！
　11月５日、大分県立総合体育館で、大分県元気
アップ体操交流大会が開催され、京町いまいし元気
クラブが「いきいき地域で賞」を受賞した。この賞
は、週に１回地域の人が主体となって活動し、こど
も園との交流や居場所づくり等の活動が認められ
た。交流大会では、県内で同様の取組をしている人
が200人以上集まり体操を通して交流を行った。

地域住民に寄り添って
　10月26日、平成30年度行政相談委員総務大臣表
彰を受賞した井上太香美さんが市長報告に訪れた。
井上さんは、平成15年から15年以上にわたり、地
域住民から行政上の苦情や要望を受けて助言、関係
行政機関に対する改善の申入れ等を行ってきた。昨
年の九州北部豪雨災害では、被災者に寄り添い、多
くの人の生活相談や問題解決に尽力された。

大山

日田

は っ き よ い

ことだいごう こと  う   る   が

ツアーで林業体験
　10月19日・20日の２日間「ひた林業体験ツア
ー」が行われた。このツアーは林業に興味のある人
が林業を体験し、就業へつなげていくために開催さ
れたもので、原木市場・製材所の視察や林業施業地
で下刈り、枝払い体験を行った。森林資源を素材と
して生産する林業の現場で参加者は、体験を通じて
興味深く学んでいた。
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まちの話題

楽しい一日でした！「もり」の交流会
　10月21日、上津江フィッシングパークで「も
り」の交流会（かっぱリング事業）が開催された。
この交流会は、筑後川の水源地である津江地域とそ
の水源に恩恵を受ける福岡県糸島市が交流を深める
もので毎年交互に訪問し、平成12年から開催され
ている。気持ちの良い秋晴れの下、津江小学校と糸
島市内の小学校児童や保護者など72人が参加し
た。
　最初にグループに分かれ簡単なゲームを行った
後、ヤマボウシとヤマザクラの記念植樹を行った。
自分の背丈を優に超える苗木をお互いに協力しなが
ら植樹した。植樹後、トライウッドの職員を講師に
招き、木工体験をした。子供たちは日頃使い慣れな
い道具に悪戦苦闘しながらも、椅子を完成させた。
最後は参加者全員で記念撮影をし「もり」と「う
み」の親交を深める楽しい交流会となった。

私でも、できることがある
　10月８日、旧桜竹小学校で避難所運営を想定し
た訓練「防災キャンプ」が開催された。主催は、地
域おこし協力隊員と集落支援員などで構成されるグ
ループ「BOUSAI CAMP PROJECT」。
　参加者は協力して情報収集、炊き出し、支援物資
の仕分けやトイレ設営など様々な課題に挑戦し、災
害時の対応と日頃からの備えを学んだ。

大盛況！前津江町ふるさと祭！
　11月18日、毎年恒例となった「前津江町ふるさ
と祭」が前津江小学校にて開催された。会場では、
農家が丹精込めて作った農産物の品評会や即売会、
町民アトラクション、ピエロマジックショー、歌謡
ショー、地元の出店やバザーなどが行われた。天気
に恵まれ開催されたふるさと祭は市内外から約600
人を超える来場者が訪れ、大いに賑わっていた。

前津江小・中学校合同　星輝祭
　10月28日、前津江小・中学校による2018「星
輝祭」が前津江中学校で開催された。合同による学
習発表会・文化祭は今年で５回目を迎えた。小・中
学校が連携して開催することで学習や生活の両面に
おいて、大変貴重な場となっている。舞台発表や書
道・絵画などの展示が行われ、子供たちの成長を感
じる発表会となった。

雉谷天満宮300年祭
　10月28日、雉谷地区で創建300年を記念し「雉
谷天満宮300年祭」が開催された。寒空の中、神事
が執り行われた後、集会所に会場を移して交流会が
開かれた。地区の氏子が作った雉谷名物の大鍋料理
が振る舞われ、多くの人が集会所に訪れた。また、
カラオケ大会や踊りの披露、飛び入り参加の出し物
など終始笑顔の絶えない祭りとなった。

今年の恵みに感謝
　10月21日、上野田地区多目的スポーツ広場
で「小川原収穫祭」が開催された。収穫祭は農家が
日頃愛情を込めて作った野菜を３点ずつ持ち寄り、
今年も新鮮な野菜、約60品がテーブルの上にずら
りと並べられた。また、５種類の新米おにぎりの食
べ比べやバーベキューも行われ、参加者は自然の恵
みに感謝していた。

天瀬

前津江

上津江

秋は〝くにち″で盛り上がろう！
　10月20日から27日まで、天瀬町五馬地区で五穀豊
穣などを願う秋祭り「五馬くにち」が開催された。
五馬市地区（26日・27日）では、玉来神社で楽の奉
納があった。演技者は「この日のためにたくさん練
習をした。お客さんが多くて緊張したけど、うまく
できて良かった」と話していた。27日の夜には、梓
劇団の芝居があり、祭りは大いに盛り上がった。

がく
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　様々な活動を通じ、地域の発展に貢献した人を表彰する市政功労者表彰式が11月３日、
パトリア日田で行われ、賞状と記念品が贈られました。（順不同）

※受章されていてもご都合によって掲載していない人もいます。

農業の振興に貢献

（株）栄ライスサポート
　　集落営農法人

平成30年度日田市政功労者

旭日小綬章
地方自治功労

赤星仁一郎さん
　元 日田市議会議員

瑞宝双光章
防衛功労

坂本 孝さん
　元 ２等陸尉

旭日小綬章
警察管理運営功労

合原眞知子さん
　元 大分県公安委員会委員長

瑞宝単光章
消防功労

佐藤武士さん
　元 日田市消防団副団長

平成30年危険業務従事者叙勲

平成30年秋の叙勲

平成30年　秋の受章者平成30年　秋の受章者

受章者の皆さん
おめでとうございます

市政の振興に貢献

赤星仁一郎さん
　元 日田市議会議員

市政の振興に貢献

岩里諫夫さん
　元 日田市自治会連合会会長　等

教育の振興に貢献

石井公平さん
　学校医（歯科医）

木材産業の振興に貢献

後藤作彦さん
　日田木材協同組合理事

教育の振興に貢献

澤熊正明さん
　学校医（歯科医）

体育の振興に貢献

河内賢吾さん
　元 日田市体育協会会長　等

教育の振興に貢献

西田英子さん
　元 社会福祉法人三芳福祉会
　理事長　等

市政のため多額の浄財貢献

髙倉政喜さん
　会社経営

国際交流に貢献

坂本 休さん
　(一財)中津江村地球財団会長
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　12月８日㈯　
　午後３時～３時30分
　12月22日㈯
　午前11時～11時30分
□ところ
　児童コーナー

  

心の架け橋

　先月に続き、今月も当事者からの声を掲載します。

　障がい者とひと言で言っても、一人ひとり症状は
様々です。
　私は、脳出血を起こして半身麻痺になった40代の
身体障がい者です。ついでに書き足すと、両親は亡く
なっているので、一人暮らしをしています。体が不自
由での一人暮らしは大変ですが、私は、普通の人の２
倍の時間がかかっても仕方ないと思って、腰を据えて
家事を行っています。
　行政の支援もありますが、支援が定型的で、状況が

障がい者として一般社会に生きる者として～半身麻痺の40代男性より～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

障がいへの理解

土日 月 火 水 木 金

12月の休館日（○…休館日）

26

５
12
19

９
16

２

28

７
14
21

４
11
18
25 27

６
13
20

１
８
15
22
29

新刊情報

魔女ののろいアメ
草野あきこ／作
ひがしちから／絵
ＰＨＰ研究所

　魔女が売っていたのは、悪口を10個言いながらつく
る「のろいアメ」。サキが大きらいなおねえちゃんを思
いうかべて悪口を言いながら混ぜ始めると…。
（日田市出身の児童文学作家の最新刊）

複雑な時にはかゆい所に手が届かないと感じていま
す。自分の力と公の力でも及ばない時に助かるのは、
近所の人の支援です。
　私はこれを、母がご近所付き合いで作ってくれたも
のだと思い、ご近所さんから支援を受ける度に、ご近
所さんと母に感謝しています。将来は、こうした地域
の人やお世話になった人に恩返しができればと思って
います。

　
今
号
か
ら
、
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
ひ
た
環
境
ラ
イ
フ
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
３

か
月
に
１
回
連
載
し
ま
す
。

　
第
１
回
の
今
回
は
、
身
近
な
「
ご
み
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
上
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
日

田
市
の
平
成
29
年
度
の
ご
み
の
排
出
量
は

約
２
万
３
千
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

10
年
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
一
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
直
近
の
２
年
間
で
若
干
の
減
少
傾
向

は
見
ら
れ
ま
す
が
、
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

を
守
っ
た
分
別
を
徹
底
し
、
更
な
る
ご
み

の
減
量
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

ご
み
出
し
は
午
前
８
時
ま
で
に

指
定
ご
み
袋
で
！

　
ご
み
収
集
の
時
間
は
、
毎
日
の
交
通
量

や
ご
み
の
量
な
ど
で
変
わ
り
ま
す
が
、
必

ず
「
収
集
日
の
午
前
８
時
」
ま
で
に
決
め

ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
指
定
さ
れ

た
袋
（
生
ご
み
、
布
類
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
の
資
源
回
収
物
を
除
く
）
で
出
し

ま
し
ょ
う
。

※
収
集
後
に
出
さ
れ
た
ご
み
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

生
ご
み
は
で
き
る
だ
け
水
切
り
を
！

　
生
ご
み
を
出
す
際
は
、
水
切
り
バ
ケ
ツ

や
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、
で
き
る
だ
け
水
切

り
を
し
て
一
つ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ま
と
め

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

雑
紙
は
燃
や
さ
ず
資
源
物
で
！

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん

の
雑
紙
が
入
っ
て
い
ま
す
。
菓
子
箱
、
包

装
紙
、
は
が
き
な
ど
の
雑
紙
は
、
紙
袋
や

大
き
い
紙
封
筒
に
入
れ
「
資
源
物
」
の
収

集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
の
紙
類
は
資
源
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
赤
字
の

「
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
」
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
圧
着
は
が
き
、
紙
コ
ッ
プ
や
紙
皿
な
ど
の
防

水
加
工
紙
、
写
真
・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
、

金
・
銀
箔
色
の
酒
箱
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
感

熱
紙
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
洗
剤
・
線
香
な
ど
の

臭
い
の
付
い
た
紙
箱
　
等

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
！

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
質
を

高
め
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
取

り
除
き
、
中
を
す
す
い
で
青
色
の
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
兼
用
袋
」
に
入
れ
て
「
ビ

ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
収
集
日
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

※
洗
剤
、
油
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
取
り
除
い
た

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、
赤
字
の
「
燃
や
せ
る
ご

み
専
用
袋
」
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

汚
れ
た
布
類
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
！

　
資
源
と
し
て
回
収
で
き
る
布
類
は
、
十

分
に
使
え
る
き
れ
い
な
状
態
の
も
の
だ
け

で
す
。
汚
れ
や
破
れ
の
ひ
ど
い
布
類
、
下

着
、
ペ
ッ
ト
に
使
用
し
た
布
類
は
、
赤
字

の
「
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
」
で
出
し
ま

し
ょ
う
。

※
綿
入
り
の
服
や
布
団
、
座
布
団
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

な
ど
は
「
粗
大
ご
み
」
で
す
。
各
自
で
清
掃
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
か
「
家
庭
ご
み
収
集
日
程

表
」
裏
面
に
記
載
し
て
い
る
許
可
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
　

ご
み
分
別
に
困
っ
た
ら
！

　
市
で
は
「
家
庭
ご
み
収
集
日
程
表
」
と

「
ご
み
分
別
辞
典
」
を
作
成
し
、
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
み
分
別
に
困
っ

た
と
き
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

※
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ざ
つ
が
み

あ
な
た
の
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
？

ひ
た
環
境
ラ
イ
フ
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　毎年12月３日～９日は障害者週間です。市では「あらゆるバリアのない社会で、障がいのある人もない人も、
自分らしく安心してともに暮らす日田市」を目指し、障がい理解を深める講演会や、就労を促進するための企業
向けセミナー開催、障害者芸術・文化祭を契機に障がい者芸術の掘り起こし等を行っています。
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大好き図書館！
絵本で子供とふれあいを
●赤ちゃんに「語りかけよう」「ふれあおう」
　赤ちゃんは、発音ができないだけで多くの言葉を理解してい
ます。周りの大人がぬくもりを持って「語りかけ」や「ふれあ
い」を行うことは、その後の発達に大きく影響があると言われ
ています。「語りかけ」や「ふれあい」には応答のないテレビ、
スマートフォンにはない力があります。絵本の読み聞かせで
「語りかけ」や「ふれあい」をしてみましょう。

●読み聞かせを始めるのに「早すぎる」はない
　読み聞かせを始めるのに良い月齢というのはありません。大
切なのは、絵本を通した「語りかけ」と「気持ちのキャッチボ
ール」をすること。まずは、簡単な絵本から始めてみましょう。
最初は反応がなく、見ているだけということもありますが、
続けていくうちに絵を触ったり、お気に入りの音をまねしたり
と、様々な表情を見せるようになります。

●上手に読めなくてもいい
　子供にとって、身近な大人の声で読んでもらってい
るということが何よりも大切です。技術は二の次。
ゆっくり、丁寧に読んであげてみてください。

図書館では多くの赤ちゃん絵本の
貸し出しもしています！
お気に入りの１冊を探しに来ませんか？

Hita kankyo Life　Hita kankyo Life　Hita kankyo Life　Hita kankyo　Life

VOL.1VOL.1

Hita kankyo Life　Hita kankyo Life　Hita kankyo Life　Hita kankyo Life
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年10月31日現在） 

■人口　
　65,911人
　（前月比-51人）
・男　31,191人
・女　34,720人
■世帯数
　27,327世帯

　★わくわく制作　クリスマス飾り
　６日㈭・７日㈮　11:00～
★クリスマス会
  　 14日㈮　11:00～
　　22日㈯　10:30～
　ママのための３Ｂ体操
　18日㈫　11:00～
　★チャレンジキッズ　お正月飾り
　26日㈬　10:30～
　

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　12月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

　体を動かそう
　13日㈭　10:30～11:30
★クリスマス会
　15日㈯　10:30～11:30
※予約は12月6日㈭まで。
★門松作り
　22日㈯　10:30～11:30
※予約は12月13日㈭まで。

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

●年賀状作り
　　５日㈬　10:30～
　　８日㈯　10:30～
　クリスマス会
　15日㈯　10:00～
　クリスマス制作
　19日㈬　10:30～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●わいわいルーム
　６日㈭　10:00～12:00
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　14日㈮　10:00～11:00
●クリスマスお誕生会
　25日㈫　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０
★クリスマス制作
　５日㈬　10:00～12:00
※募集数15人、材料費100円。
★イクメンサタデイ④
　クリスマスケーキ作り
　15日㈯　10:30～　※募集数10世帯、材料費1,000円。
●ままんルーム～なんでもお話し会～
　15日㈯　13:30～
※妊婦さんプレママ対象です。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★初めての日
　６日㈭・13日㈭　11:00～12:00
●お誕生会
　17日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。
●クリスマス会
　19日㈬　11:00～12:00　
●身体計測
　20日㈭　11:00～12:00　

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
●リトミック
　10日㈪　11:30～12:00
★アロマ教室
　かかとクリーム作り
　13日㈭　13:30～15:00
★クリスマスパーティー
　クリスマスケーキをみんなで作ろう
　22日㈯　10:00～12:00

乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

　２月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　１月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

小

小

乳

乳

小

小

日髙初唯ちゃん
（２歳・田島２丁目）

う いちはや ななせ り こ
松田莉心ちゃん
（２歳・田島３丁目）

中嶋葵和ちゃん
（１歳・上津江町川原）

き わ
坂本千隼ちゃん
（２歳・大肥本町）

太郎良七瀬ちゃん
（２歳・夜明関町）

み こ たくみ
星野心咲ちゃん
（２歳・南元町）

みさき
綾垣美心ちゃん
（３歳・前津江町赤石）

菅𠩤拓誠ちゃん
（３歳・三本松２丁目）

ゆうと けんた
後藤優斗ちゃん
  （１歳・有田町）

江藤康介ちゃん
（１歳・清水町）

こうすけ
江藤健太ちゃん
（１歳・清水町）

山本葵翔ちゃん
（１歳・清水町）

あおとゆきは
橋本雪花ちゃん
（１歳・有田町）

ゆうまこはる はるき
髙倉悠生ちゃん
（１歳・日高町）

かのん
河津椛乃ちゃん
（１歳・上城内町）

　　　 長尾侑磨ちゃん
（１歳・刃連町）

伊藤心晴ちゃん
（１歳・新治町）

川辺華愛ちゃん
（１歳・刃連町）

は な

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

月生まれ12
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

 

少
子
高
齢
化
に
伴
う
急
激
な
人
口
減
少
に
よ
っ
て
生
じ
る

深
刻
な
労
働
者
不
足
は
、
こ
の
国
の
将
来
に
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
行
政
運
営
に
お
い
て
も

技
術
系
の
職
員
不
足
と
い
う
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
を
反
映
し
て
か
、
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
に
つ
い
て
、
国
会
で
も
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
産
人
口
の
不
足
を
外
国
人
に
よ
っ
て
補
お
う
と
す

る
も
の
で
、
労
働
問
題
・
移
民
政
策
へ
の
懸
念
・
ひ
っ
迫

す
る
労
働
力
な
ど
、
様
々
な
問
題
と
課
題
解
決
が
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
行
政
に
も
「
Ａ
I
」
を
取
り
入
れ
た

行
政
改
革
の
話
が
議
論
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ

と
は
、
人
工
知
能
の
こ
と
で
人
間
の
作
業
・
判
断
等
「
人

間
の
知
的
ふ
る
ま
い
の
一
部
」
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い

て
人
工
的
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
簡
単
に
表
現

す
れ
ば
、
人
間
に
代
わ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
物
事
の

判
断
や
行
動
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
果
た
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
人
間
の
判
断

全
て
を
任
せ
ら
れ
る
の
か
…
。
人
間
に
し
か
出
来
な
い
仕

事
や
判
断
は
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
短
文
で
の

意
思
表
示
や
飛
ば
し
読
み
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普

及
す
る
社
会
の
中
で
、
本
来
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
の
真
実

が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。
読
み
解
く
力
の
不
足
を
懸
念
し

て
い
ま
す
。
人
は
社
会
生
活
の
中
で
経
験
を
通
し
て
人
間

と
し
て
の
倫
理
観
や
正
義
感
等
を
培
い
、
様
々
な
判
断
力

を
身
に
付
け
ま
す
。
そ
れ
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
お
い
て
も

同
様
で
、
人
の
手
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
表
現
や
機
能
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
の
中
、
社
会
全
体
で
効

率
化
を
進
め
る
必
要
性
は
あ
り
ま
す
が
、
労
働
者
不
足
か
ら

及
ぼ
す
経
済
の
縮
小
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
し
か
し
、
我
々
は
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
新

た
な
社
会
を
構
築
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
来
年
は
、
新
た
な
元
号
で
ポ
ス
ト
平
成
の
時

代
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
30
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

現
実
の
未
来
に
向
き
合
い
知
恵
を
絞
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
〝
茹
で
蛙
〞
に
な
ら
ぬ
よ
う
…
。
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　市では、Facebook、Twitter、Instagramの公式アカウントを開設し、随時情報発信をしていますの
で、是非「フォロー」をよろしくお願いします。
※下記二次元コードからフォローができます。

▼ Twitter
 【公式】日田市
 （Hitacity_pr）

▼ Instagram
 【公式】日田市
 （hitacity_official）

▼ Facebook
 日田市役所
 （hita.official）

Instagramでは、
市のアカウントをフォロ
ーして「#hita_full」を付け
て投稿していただいた中から写
真をピックアップして紹介して
います！皆さんも一緒に日田
の素敵なところを全国に発

信しましょう！

Facebook、Twitter、Instagramを運用しています！
日田市公式ＳＮＳ

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）
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